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【目 的】ラット working heart brain stem preparation（WHBP）は in 




21 ～ 42 日齢 Wister 系ラットを用い，WHBP 標本を作成した．標本の
自発的な呼吸性活動を確認した上で，上喉頭神経（SLN）を剖出し電気
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数は有意に増加し，また，ELISA にて PGE2，sRANKL の蛋白産生量は
有意に増加し，OPG 蛋白産生量は有意に減少した．【考察】顎関節滑膜







Histological change of temporomandibular joint loaded the excessive mouth 
opening in tenascin-C knockout mouse
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Morphological analysis of supernumerary teeth in CEBP/beta Knockout 
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【目的】近年，CEBP/ βは骨形成，軟骨形成，歯牙形成など硬組織の形
成にも深く関わることが報告されるようになった．骨形成の過程におい





生後 12 週の CEBP/ β遺伝子欠損マウスの上顎骨および下顎骨をμ -CT
撮影後，HE 染色にて組織形態学的解析を行った．【結果】CEBP/ β遺
伝子欠損マウスにμ -CT にて過剰歯を認めた．過剰歯は上顎切歯周辺に
認められた．組織形態学的解析においても，過剰歯は上顎切歯の歯根周
囲に存在しており，象牙質形成と歯髄形成を認め，正常な歯牙様硬組織
の形態を示していた．【結論】過剰歯と CEBP/ β遺伝子の変異との関連
性が示唆された．現在，臨床において，過剰歯の発生原因は不明なこと
が多い．今後は CEBP/ β遺伝子変異によるメカニズムの解明を行うと
ともに，ヒトにおける過剰歯と遺伝子の関係を調べる必要があると思わ
れた．10320
